
令和４年度　学校案内

秋田県立秋田南高等学校・
秋田県立秋田南高等学校中等部

　福沢諭吉が、自身の著書の中で、自らが大切にしている考えをわかりやすく表した言葉です。人を頼らずに

自己の人格と尊厳を保つことの大切さを表す言葉として時代を超え、今に生きています。

　本校が目指すグローバルリーダーの育成において大切な精神であると考え、中高共通の校訓としています。

基本理念

郷土や国家を支える高い志と
国際的な視野を備えたグローバルリーダーの育成



　秋田県立秋田南高等学校・秋田南高等学校中等部は、今
日も生徒たちの澄んだ瞳とさわやかな笑顔に満ちています。
この３月には、６年間を本校で過ごした中等部１期生と高
校３年間を過ごした生徒たちが、高校第５８期生としてこ
の学び舎から力強く羽ばたいていきました。日々互いに競
い合い高め合ってきたことの成果を、卒業する生徒一人一
人が手にしていることを感じました。
　本校の特色は「高い志を貫く姿勢」と「グローバルリー
ダーとしての資質・能力」を育む教育活動にあります。授
業はもちろん、運動部・文化部の活動、生徒会活動や学校
行事も、一貫して主体的に周囲と関わり協働的に課題を解

決する力の育成を目指して行われます。中等部３年生と高校各学年で実施される探
究活動では、グローバルな視点からテーマ
を設定し調査研究を行います。文武両道に
わたって努力を積み重ねた経験は、総合的
な人間力となって、進路の成果にも反映さ
れています。
　皆さんがこの秋田南高校という環境の中
で、自分らしさを磨き、なりたい自分にな
るための、未来への可能性を大きく広げる
ことを期待します。

校  長　伊 藤  雅 和
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■ 中高の６年間を見通した学びの流れ

中高一貫教育校としての特色
　本校は併設型の中高一貫教育校で、中等部入学生（中入生）は６年間、高校入学生（高入生）は３年間を過ごします｡
中入生は、６年間を基礎期、探究期、飛躍期の３つのステージに分け、成長段階に応じた探究的な学びを通して、自ら
の将来を見つめ、その実現に向けて個性や能力を伸ばします。
　高入生は、それぞれの中学校で育んだ多様な力や、高校入試を経て身に付けたたくましさを生かしながら、探究期後
半と飛躍期に中入生と一緒に学びを広げ、深め、自分の力をさらに伸ばします。
　様々な学習活動や行事、部活動等で、日頃から中等部生と高校生が交流を行ったり、中入生と高入生が互いの良さを
認め合って切磋琢磨したりして、早くから高い志をもって学校生活を送り、豊かな社会性や人間性を育みます。

秋田南高校秋田南高校中等部（中入生）

各中学校（高入生）

探究期
高１

・�SDGsをテーマにした総
合的な探究の時間「国際
探究」で、中入生と高入
生混合のグループを作り、
全員が探究活動に取り組
みます。
　
・�世界に興味・関心を広げ、
幅広い教養を身に付けま
す。
　
・�中入生と高入生それぞれ
の良さを共有し、夢や高
い志を育て、自分の在り
方や生き方について深く
考えます。

基礎期
中１、中２

・�基礎的な知識や技能を確実に身に付けながら
知的好奇心を養っていきます。
　
・�学び方や学習習慣をしっかりと身に付けます。
　
・�「J.E.Communication」という学校独自の
教科で表現力を高めます。（中１～中３）

中１～中３
各中学校での学習や諸活動を通して、知的興味・関心を広げ、志をもって学力と�
人間性を育みます。

飛躍期
高２、高３
●学術探究コース
●総合探究コース

・�グループでより専門的な探
究活動を行う「学術探究
コース」と、個人で探究活
動を行う「総合探究コー
ス」に分かれて探究活動を
継続し、思考力や表現力に
さらに磨きをかけます。
　
・�将来の夢の実現に向け、文
系と理系に分かれて、大学
進学など、次のステップを
目指して全力を注ぎます。

探究期
中３

・�学んだことと社会の中の出
来事を結び付け、興味・関
心を広げていきます。
　
・�「クリエイティブサイエン
ス」という学校独自の教科
で課題研究を行います。

特色選抜
一般選抜



学校行事

学校生活	 多様な学校生活から、自分の夢を見つけかなえよう

　本校は、平成28年度から中高一貫教育校に移行し、中等
部生約240名（各学年３クラス）と高校生約700名（各学
年６クラス）が一つの校舎で共に学んでいます。１年生のク
ラスは、本校中等部から入学した80名２クラスと、他の中
学校から入学してきた148名４クラスの６クラス構成です。
中・高共に生徒会活動や部活動なども活発で、多様な学びの
場があるのが秋田南高校の特徴です。
　校地内には、野球場、多目的運動場(サッカー場・ラグ
ビー場)、陸上競技場、屋内練習場、テニスコートがあり、
屋内の柔道場、剣道場を含め部活動の練習場所は豊富です。
また、体育館は中等部に新設されたアリーナを含め３カ所あ
り、音響効果を計算してつくられた音楽室、設備の整った実
験室などもあり、部活動や授業に活用しています。

■ １年間の主な学校行事
【中等部】 【高　校】

前
　
　
期

4月

前期始業式
入学式
創立記念日
学力推移調査Ⅰ
秋田市春季大会
全国学力学習状況調査（３年）

4月
前期始業式
入学式、対面式
創立記念日
生徒総会

5月 宿泊学習（１年）
生徒総会 5月 中央支部総体

6月 第１回定期考査
秋田市中総体 6月 全県総体

第１回定期考査

7月
秋南祭
秋田県中総体
学力テスト①（３年）
夏季休業

7月
秋南祭
夏季休業、補習
学術探究（２年）
：フィールドワーク

8月 学級対抗 8月 補習、実力テスト
学級対抗

9月
第２回定期考査
学力推移調査Ⅱ
前期終業式
秋季休業

9月
第２回定期考査
前期終業式
秋季休業

後
　
　
期

10月
後期始業式
運動会
宿泊学習（２年）

10月
後期始業式
運動会
学術探究公開成果発表会（２年）

11月 合唱祭 11月
修学旅行（国内・海外）
国際探究（１年）
：班別フィールドワーク

12月
第３回定期考査
県学習状況調査（１・２年）
学力テスト②（３年）
冬季休業

12月 第３回定期考査
冬季休業、補習

1月 学力推移調査Ⅲ
ＣＳ発表会（３年） 1月 補習、実力テスト

2月 第４回定期考査
修学旅行（３年） 2月 第４回定期考査

3月
卒業式
チャレンジテスト（３年）
修了式
春季休業

3月
卒業式
「獨立自尊」月間
修了式
春季休業

７月
秋南祭（中高）

4月
入学式（中高）

2月
修学旅行（中）
シンガポール

10月
運動会（中高）



中　等　部	 　

・�中学校の学びを広げ深める、高校の内容を取り入れた学習

・��制服は高校に準じたスタイルです。
　中高の違いは、学年ごとのバッジ、クラス章。中等部生は名札をつけます。
　また女子制服は高校生がネクタイ、中等部生がリボンです。
・�スマートフォン等の使い方、購買･自動販売機の使用については中高に応じた
決まりを設定して指導しています。

・��中等部生には、本校の調理室で作られた、出来たての給食が提供されます。
本校の栄養教諭が栄養バランスを考えた献立を作成し、「あきたday」や
「世界の料理」等の多彩なメニューを通して、生徒たちにとって「食」につ
いて学ぶ機会にもなっています。給食の時間は、中等部生にとって楽しみの
ひとときです。

・基礎・基本の定着や、個に応じた指導の充実
・中高教員それぞれの持ち味を生かした指導

・�中高合同の行事や学習会など、異年齢間での学び合い
・�海外連携校とのオンラインでの交流活動や留学生との交
流など、多様な国際交流の機会

・�多様な可能性を探るための大学の学部学科調べ
・高い志を育む進路活動として東大見学ツアー等を企画運営

・�中等部生、高校生の学びや探究に対応した蔵書
・司書教諭、図書館司書のアドバイスで広がる読書世界

・秋田に留学している大学生との交流授業
・英語や国語に関連する学校独自の教科設定 ・数学において標準を上回る時数を設定

　　　　（例：中学２年数学科→週４時間）
・数学、理科に関する学校独自の教科設定
　　　　（例：中３【クリエイティブサイエンス】）

・�各教科の学習や総合的な学習の時間、特別活動における、
グローバルな課題の解決をテーマにした探究的な学習

【学校独自の教科①：J.E.Communication　中１～３】
　日本語や英語を使ってコミュニケーションを行う方法に�
ついて学びます。様々な活動を通して表現力を高めます。

【学校独自の教科②：クリエイティブサイエンス　中３】
　自分が興味をもった、数学や理科に関する課題につい
て、解決の方法を探りながら研究を進めます。研究成果
をまとめ、発表する活動を通して、表現力を高めます。

１年 国語
４

社会
３

数学
４

理科
３

音楽
１．３

美術
１．３

保健体育
３

技術・家庭
２

英語
４

道徳
１

総合
１．４

特活
１

Ｊ.Ｅ.
１

週30時間
（標準は週29時間）

２年 国語
４

社会
３

数学４
（標準は３）

理科
４

音楽
１

美術
１

保健体育
３

技術・家庭
２

英語
４

道徳
１

総合
２

特活
１

Ｊ.Ｅ.
１

週31時間
（標準は週29時間）

３年 国語
３

社会
４

数学
４

理科
４

音楽
１

美術
１

保健体育
３

技・家
１

英語
４

道徳
１

総合
２

特活
１

Ｊ.Ｅ.
１

ＣＳ
１

週31時間
（標準は週29時間）

※Ｊ.Ｅ.：Ｊ.Ｅ.Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　　※ＣＳ：クリエイティブサイエンス

■ 各教科における発展的な学習

■ 「中学生」としての生活規律を養う

■ 自校で調理するおいしい給食

■  英語で討論できる力の育成を目指す学習
■  科学的に考えたり表現したりする力を身に付ける学習

■  国際的な教養や問題解決能力を育てる学習

■ 中高の先生が連携した指導

■ 高校生や仲間と学び会う機会

■ 将来を見据えた進路活動

■ 高校と共有の図書館を活用した学び

■ 中等部　教育課程表（令和４年度）

～8：20 登　校
8：25 朝の会

8：40～9：30 １校時
9：40～10：30 ２校時
10：40～11：30 ３校時
11：40～12：30 ４校時
12：30～13：25 給食・昼休み
13：25～14：15 ５校時
14：25～15：15 ６校時（月・火・木・金）
15：25～16：15 ７校時（火・木）

帰りの会、清掃、下校

■ 学び…　表現力や問題解決能力を育てる多様な学習

■ 生活…　健全な心身を育む生活の指導 ■ 中等部　日課表

ＡＬＴとのディスカッション



高等学校

　高校の３年間の授業は大学受験に直結するとともに、将来の学習の土台を育みます。本校の教育課程は多様な大学進
学に対応しており、生徒が探究的な活動に取り組むことで、自らの学びのスタイルの確立を目指す、キャリア教育を推
進しています。「知識を応用する力」「互いに尊重し合い、ともに探究・創造する力」を授業を通して身に付けること
で、新しい大学入試に対応し、海外の大学への挑戦にも備えます。

・�選択のための活動は１年生から　［大学調べ、学部学科ガイダンス］

・�理系：医学部・理学部・工学部などへの進学を目指す系列［数学・理科を多く学習］
・文系：法学部・文学部・経済学などへの進学を目指す系列［国語・地理歴史を多く学習］
・文理どちらにも重要な英語の充実［少人数の授業］

・�週１時間の総合的な探究の時間　［卒業生、大学の先生、地域の皆さんからの講演等］
・探究活動を深めるための「学術探究コース」　［２年生で２単位の活動］

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

高１
中入生 現代の

国語 言語文化 地理
総合

歴史
総合

数学Ⅰ 数学Ⅱ
数Ａ 化学

基礎
生物
基礎 体育 保健 芸術Ⅰ 家庭

基礎
英語コミュニケーション

Ⅰ
論理・表現
Ⅰ ＬＨＲ国際探究高入生 数学Ⅰ 数Ⅱ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

高２

理
系

総合探究
コース 論理

国語
古典
探究 公共 地理探究／

日本史探究 数学Ⅱ 数学
Ⅲ
数学
Ｂ
数学
Ｃ

物理
基礎 化学 物理／

生物 体育 保健 情報Ⅰ 英語コミュニケーション
Ⅱ

論理・表現
Ⅱ ＬＨＲ

総合
探究

学術探究
コース 学術探究

文
系

総合探究
コース 論理

国語
古典
探究 公共 世界史

探究
地理探究／
日本史探究 数学Ⅱ 数学Ｂ 数学

Ｃ
地学
基礎 体育 保健 情報Ⅰ 英語コミュニケーション

Ⅱ
論理・表現
Ⅱ ＬＨＲ

総合
探究

学術探究
コース 学術探究

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

高３

理
系

総合探究
コース 論理

国語 古典探究 地理探究／
日本史探究 数学Ⅲ 数学

Ｂ
数学
Ｃ 理系数学（仮称） 化学 物理／生物 体育 英語コミュニケーション

Ⅲ
論理・表現
Ⅲ ＬＨＲ

総合
探究

学術探究
コース

学術
探究

文
系

総合探究
コース

論理国語 古典探究
地理探究／日本史探究／

世界史探究／倫理・政経（仮称）
から２科目選択

文系数学（仮称） 地学
基礎

発展生物
基礎
（仮称）

体育 英語コミュニケーション
Ⅲ

論理・表現
Ⅲ ＬＨＲ

総合
探究

学術探究
コース

学術
探究

文系科目 理系科目 英語科目 総合的な探究の時間

■ 自分の将来を考えた文理選択

■ 多様な大学進学を実現するための教育課程

■ 探究活動の充実

■ 主な進学先

■ 卒業生の進路状況（令和４年３月卒231名）
■ 進路…　　高い志を貫く

■ 教育内容…　　探究を重視する教育、多様な大学進学に対応する教育課程

■ 高等学校　教育課程表（令和４年度入学生）

東京大学　　　　　　　慶應義塾大学
東京外国語大学　　　　早稲田大学
お茶の水女子大学　　　明治大学
北海道大学　　　　　　法政大学
東北大学　　　　　　　青山学院大学
国際教養大学　　　　　立教大学
新潟大学　　　　　　　中央大学
筑波大学　　　　　　　東北学院大学　など
埼玉大学
千葉大学

　　　　進学１９４名　　　　就職３名
四年制大学合格者（延べ）　国公立１３８名　私立１７８名

～8：20 登　校
8：25 ＳＨＲ

8：40～9：30 １校時
9：40～10：30 ２校時
10：40～11：30 ３校時
11：40～12：30 ４校時
12：30～13：25 昼休み
13：25～14：15 ５校時
14：25～15：15 ６校時
15：25～16：15 ７校時（月・火・木）

清掃、下校

■ 高校　日課表



探究活動の概要

Global Link Singapore 2017 にて最高賞受賞

オンラインでの研究指導

協働で探究を深める 繰り返し発表の機会を設定

多彩な講師陣による講座

公共ホールでの英語発表

　本校は、平成27年度より５年間、文部科学省指定スーパー

グローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定校として、また令和３年

度より同じくＳＧＨネットワーク参加校として、グローバルな社

会課題の解決に取り組む探究活動を行っています。

　探究活動とは、各教科の知識・技能を活用しながら、自ら

課題を見つけ、解決に向けて主体的・協働的に取り組む学

習活動です。この活動を通してグローバルリーダーに必要な

資質・能力を育てるとともに、発表を英語で行い、英語コミュ

ニケーション能力の伸長を図っています。こうした取組は、シ

ンガポールで行われた世界大会（2017）で最高賞を獲得する

など、成果を挙げています。

【中等部】

　本校では、全ての中学校で行われている「総合的な学習の時間」の他に、数学や理科にテーマを絞って探究活動をする「クリエイティブ

サイエンス」を３年生で行います。

　実験などで問題解決能力を育て、プレゼンテーションにより成果を発信する表現力を身に付けます。

【高　校】

　高校の探究活動は毎週の「総合的な探究の時間」において行っています。

　１年生の「国際探究」では、ＳＤＧｓ（国連が掲げる持続可能な開発目標）をテーマとして、持続可能な社会に向けてグローバル課題の解

決策を提案する研究活動を行います。多様な講座を通してＳＤＧｓについての基礎的知識と課題意識を学び、合わせて基本的な探究の

スキルを身に付けていきます。夏休み以降は、生徒一人一人が自身の関心に基づいて研究テーマを定め、グループを編成して研究活

動を行います。フィールドワークを通して課題の実態や背景を調査して解決策を考案し、２月に全グループが発表を行います。

　高校２年生からは、２種類のコースから１つを選択し、それぞれ高３まで継

続して履修します。

　「総合探究」コースでは、自身が将来学びたい学問分野や仕事にしたいこと

について、個人でテーマを定めて研究を行います。活動は、同じ学問分野を

学ぶ生徒同士で協働して進めます。研究成果を発表し合い、質疑応答を通し

て互いの学びを深め合います。

　「学術探究」コースでは、幅広い社会課題や学術的問題をテーマとして、グ

ループで研究します。高２では週２時間実施し、大学教員の指導も受けなが

ら、より専門的に研究を進めます。高２の１０月には公共ホールを会場に、研

究成果を英語でプレゼンテーション発表します。その後、研究成果を論文にま

とめるとともに、高３では、地域の社会人に研究成果について意見交換する

実践的な活動を行います。

　本校は、令和２年度より、京都府立鳥羽高校を開発拠点校に京都府教

育委員会が進める「京都府ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシ

アム」の連携校ともなっています。このコンソーシアムは、全国の高校１９

校、フランス・中国・韓国・台湾など海外５校、京都大学をはじめとする大

学・企業など国内外の２０の連携機関からなるネット

ワークです。

　本校では、このコンソーシアムを通して、高校生サミ

ットに参加するなど、多様な連携を進めています。

幅広い社会課題や学術的
問題を、専門的にグループ
で研究する。

自身が将来深めたい学
問分野のテーマについて、
個人で研究する。

SDGsをテーマに、持続可能な社会に向けてグローバル課題の
解決策を提案する。基本的な探究のスキルを身に付ける。

２年２単位１単位

１単位

３年１単位

探究活動（ＳＧＨネットワーク）	 世界や地域の課題解決に挑む



探究活動の概要

Global Link Singapore 2017 にて最高賞受賞

オンラインでの研究指導

協働で探究を深める 繰り返し発表の機会を設定

多彩な講師陣による講座

公共ホールでの英語発表

　本校は、平成27年度より５年間、文部科学省指定スーパー

グローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定校として、また令和３年

度より同じくＳＧＨネットワーク参加校として、グローバルな社

会課題の解決に取り組む探究活動を行っています。

　探究活動とは、各教科の知識・技能を活用しながら、自ら

課題を見つけ、解決に向けて主体的・協働的に取り組む学

習活動です。この活動を通してグローバルリーダーに必要な

資質・能力を育てるとともに、発表を英語で行い、英語コミュ

ニケーション能力の伸長を図っています。こうした取組は、シ

ンガポールで行われた世界大会（2017）で最高賞を獲得する

など、成果を挙げています。

【中等部】

　本校では、全ての中学校で行われている「総合的な学習の時間」の他に、数学や理科にテーマを絞って探究活動をする「クリエイティブ

サイエンス」を３年生で行います。

　実験などで問題解決能力を育て、プレゼンテーションにより成果を発信する表現力を身に付けます。

【高　校】

　高校の探究活動は毎週の「総合的な探究の時間」において行っています。

　１年生の「国際探究」では、ＳＤＧｓ（国連が掲げる持続可能な開発目標）をテーマとして、持続可能な社会に向けてグローバル課題の解

決策を提案する研究活動を行います。多様な講座を通してＳＤＧｓについての基礎的知識と課題意識を学び、合わせて基本的な探究の

スキルを身に付けていきます。夏休み以降は、生徒一人一人が自身の関心に基づいて研究テーマを定め、グループを編成して研究活

動を行います。フィールドワークを通して課題の実態や背景を調査して解決策を考案し、２月に全グループが発表を行います。

　高校２年生からは、２種類のコースから１つを選択し、それぞれ高３まで継

続して履修します。

　「総合探究」コースでは、自身が将来学びたい学問分野や仕事にしたいこと

について、個人でテーマを定めて研究を行います。活動は、同じ学問分野を

学ぶ生徒同士で協働して進めます。研究成果を発表し合い、質疑応答を通し

て互いの学びを深め合います。

　「学術探究」コースでは、幅広い社会課題や学術的問題をテーマとして、グ

ループで研究します。高２では週２時間実施し、大学教員の指導も受けなが

ら、より専門的に研究を進めます。高２の１０月には公共ホールを会場に、研

究成果を英語でプレゼンテーション発表します。その後、研究成果を論文にま

とめるとともに、高３では、地域の社会人に研究成果について意見交換する

実践的な活動を行います。

　本校は、令和２年度より、京都府立鳥羽高校を開発拠点校に京都府教

育委員会が進める「京都府ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシ

アム」の連携校ともなっています。このコンソーシアムは、全国の高校１９

校、フランス・中国・韓国・台湾など海外５校、京都大学をはじめとする大

学・企業など国内外の２０の連携機関からなるネット

ワークです。

　本校では、このコンソーシアムを通して、高校生サミ

ットに参加するなど、多様な連携を進めています。

幅広い社会課題や学術的
問題を、専門的にグループ
で研究する。

自身が将来深めたい学
問分野のテーマについて、
個人で研究する。

SDGsをテーマに、持続可能な社会に向けてグローバル課題の
解決策を提案する。基本的な探究のスキルを身に付ける。

２年２単位１単位

１単位

３年１単位

国際交流・グローバル教育	 英語力を向上させ、多様性への理解を深める

生徒会長よりメッセージ 卒業生よりメッセージ

　本校では、グローバルな課題に関心を持ち、その課題にしっかりと向き合い、解決に向けて取り組むことのできる
「グローバルリーダー」の育成を目標に掲げています。そのための活動として、海外修学旅行やオンラインによる海外
生徒との交流、留学生の受け入れなど、多様な国際交流の機会を設けています。
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため海外修学旅行は現在休止中です）

　秋田南高等学校中等部では、中
高共通の校訓「獨立自尊」のもと、
さまざまな活動に取り組んでいま
す。
　総合的な学習の時間、J . E .�
Communication、クリエイティ
ブサイエンス等では、個人＋グ

ループで活動し、多角的な視点で発表を行っています。
また、日々の学習のみならず、部活動で仲間との協力や
競争によって成長し、より良い成績を上げています。生
徒会各種委員会活動では、中等部３年生を中心に中等部
の学校生活のさらなる向上に向けて日々努力しています。
このように、秋田南高等学校中等部には多くの魅力や発
見があり、一人一人の力が十分に発揮できると思います。

　本校は「獨立自尊」を校訓と
し、60年もの歴史を紡いできまし
た。勉学はもちろん部活動にも力
を入れており、文武共に活躍を見
せています。校内外の活動に積極
的に取り組み、己を高めようと努
力する人が沢山いる学校です。ま

た、行事を通して中高の枠を超え協力していけるのも秋
田南高校ならではの特色です。ぜひ皆さんも本校で切磋
琢磨しあう仲間と出会い、自身の可能性を広げましょう。

　秋田南高校・秋田南高校中等部では、
互いを高め会える仲間と出会うことが
できました。彼らと切磋琢磨し合う学
校生活はとても刺激的で、充実してい
ました。探究活動では、グループワー
クやプレゼンテーションを通して、探
究力やコミュニケーション能力を身に

付けることが出来ました。また、学級対抗や秋南祭、国内外
の修学旅行といった多様な学校行事があり、仲間と過ごした
濃密な体験が、青春の思い出として今でも深く胸に刻まれて
います。恵まれた環境や出会いの中で学ぶことができたこと
に、とても感謝しています。

　私は今、医師になるために勉強して
います。中学時代から目標としていた
進路であり、高校では勉強と囲碁の両
立が大きな課題でした。小学生から囲
碁をやっていた私は、高校３年間全国
大会に出場しました。高３の大会は周
囲の部活動引退後にあり、とても不安

でした。それでも努力し続けることができたのは家族や友人、
先生方の支えがあったからです。３年間で得た集中力や継続
力は大学での学びに生きています。様々なことに挑戦し、悔
いのない高校生活を送ることができました。

ＡＬＴとのイングリッシュセミナー アジアユースリーダーズ（ベトナム）参加

中等部　生徒会長　塚田　大翔 （日新小出身）

高校　生徒会長　斉藤　一輝 （城東中出身）

東京大学　文科三類１年　仲谷　杏太 （令和３年度卒）

秋田大学　医学部医学科３年　藤田　菜桜子
（令和元年度卒）



部活動　生徒会活動

秋田県立秋田南高等学校

秋田県立秋田南高等学校	中等部

創立　昭和37年４月13日　　生徒数　　699名
課程　全日制／普通科　　　　卒業生数　21,977名

創立　平成28年４月１日　　　生徒数　　240名
　　　　　　　　　　　　　　卒業生数　318名

〒010-1437　秋田市仁井田緑町４－１�
　　　　「JR羽後牛島駅より徒歩10分」
TEL� 018-833-7431
FAX� 018-833-7432
URL� �https://akitaminami-h.�

wixsite.com/akitaminami
E-mail� akitaminami-h@akita-pref.ed.jp

次の未来も、創る　―　秋南

　「文武両道」。学業と部活動及び生徒会活動の両立を実践するのが本校の特色です。
　部活動や生徒会活動を通じて豊かでたくましい心身の育成と良好な人間関係を築き、昨年は、剣道部やアーチェリー
部のインターハイ出場、吹奏楽部が全日本吹奏楽コンクール銀賞など輝かしい成績を収めました。野球部やバスケット
ボール部、サッカー部も県内の上位進出を果たしています。中等部、高校それぞれの生徒会が協力しながら秋南祭や運
動会などの学校行事で活発に活動しており、校内に活気が満ちあふれています。
　高い志を持つ南高生は文武両道を実践しながら、難関国公立大や、医学部、難関私立大などの第１志望合格を果たし
ています。

【高　校】
運動部：�陸上競技部　サッカー部　バレーボール部　バドミントン部�

ハンドボール部　ラグビー部�
男子バスケットボール部　ソフトテニス部�
女子バスケットボール部　硬式野球部　山岳部　水泳部�
柔道部　アーチェリー部　剣道部

文化部：�文芸部　吹奏楽部　演劇部　茶道部　写真部�
美術部　自然科学部　書道部

【中等部】
運動部：�硬式野球部　陸上競技部�

柔道部　サッカー部�
バスケットボール部（男女）�
剣道部　ソフトテニス部

文化部：�自然科学部　日本文化部�
吹奏楽部　美術部

■ 部活動

中等部

高  校

中等部

高  校 高  校

高  校高  校

高  校中等部


